
  

平成 17年度第 3回出島処分場事業連絡調整協議会の概要 
 
１ 日時，会場 
  ○平成 18 年 1月 26 日（木）18:30～21:30 

  ○宇品老人いこいの家 3 階会議室（南区宇品御幸４丁目） 

 
２ 出席者 
  ○会長他１２名出席（３名欠席） 

 
３ 議事要旨 
 (1)議事進行 

  ○平成 17 年度第 2回出島処分場事業連絡調整協議会の議事概要の確認 

  ○出島地区廃棄物処分場設置事業の全体工事工程及び今後の説明スケジュールの説明 

   ・専門家の意見も聴いて精査した全体の工事工程であること 

   ・廃棄物処理事業は平成 21 年度末にスタートする計画であること  

  ○遮水工の施工方法の説明 

   ・模型などを用いて説明 

  ○出島地区港湾整備事業環境監視結果（工事着手後），ケーソン据付及び中詰土投入時及び周

辺環境の事前調査結果（平成 17 年 11月調査）の報告 

   ・環境監視結果では，いずれの項目においても周辺環境への影響は認められていないこと 

   ・ケーソン据付及び中詰土投入工事期間中における大気環境調査結果では粉じん，臭気指

数，悪臭物質濃度とも周辺環境への影響は認められていないこと 

   ・周辺環境事前調査結果では，過去の調査結果と同様な傾向を示していること 

  ○遮水シート間のモニタリング場所の説明 

   ・以前の協議会での決定のとおり，３ヶ所の護岸のそれぞれ中央部に設置すること 

   ・２箇所のケーソンについては製作済で，その内１箇所は設置済であること 

  ○環境試料のサンプリングと分析方法の説明 
   ・公定法に基づきサンプリング及び分析を実施していること 

  ○ケーソンの接触事故の報告 

   ・ケーソン据付用の起重機船がケーソンに接触し一部破損したので，鋼材腐食等の品質劣

化を防ぐため応急の補修を実施したが，詳細調査を行い補修方法を検討すること 

   ・広島市から，市への速やかな事故報告，協議会での事故原因・状況の説明，機能回復・

再発防止策への対応について，指導を受けていること 

  ○次回協議会の開催の調整 

   ・次回の協議会は３月下旬の開催予定であるが，後日日程調整を行い開催すること 

 

 (2)発言要旨 

  ○出島地区廃棄物処分場設置事業の全体工事工程及び今後の説明スケジュールの説明 

   ・平成 18 年度から埋立が開始され，埋立期間は 10 年間ということであったので，この期

間であれば責任を持てると考え，協定の調印をしたものである  

   ・工期延長は県の都合であり，ここで３年間の延長を認めると，また問題が出たら何年か

工期を延長することになり，埋立終了が延びることになる 

   ・埋立の終了は，平成 28 年度までか，埋立開始から 10年か，確認する必要がある 

    →協定で計画期間は，受入開始から 10 年としている 

   ・処分場は歓迎すべきものでないが，税金を投入して整備しており，無駄にはできない 

   ・無理をして工期を縮めることより，きちんと安全な施設を整備することが重要である 

   ・埋立計画期間は 10 年間であることを，議事録にきちんと残せばいい 

  ○遮水工の施工方法の説明 

   ・隅角部の施工方法，及び既設護岸と新設護岸の接合部分の施工方法を説明すること 

    →次回協議会で，模型等を用いて説明する 

    →現地で見ていただくのがわかりやすいので，見学会を行う 

 



  

   ・耐震設計（液状化現象を含めて）はどのようになされているのか 

    →芸予地震，己斐断層の地震を基に構造シミュレーションを実施し，安全性を検討して

いる 

   ・遮水シートの耐用年数はどの程度か 

    →保護マットにより紫外線はカットされること，酸・アルカリでの耐久性試験の結果か

ら，遮水シートの劣化のおそれは半永久的にないと考えている 

   ・当初説明時から変更された内容があるのか 

    →施工方法の改善や，最新技術の導入状況を，次回協議会で説明する 

   ・遮水シートの施工工事の開始時期は 

    →平成 18年 5 月頃を予定しており，施工業者が決定後，詳細工程を説明する 

  ○遮水シート間のモニタリング場所の説明 

   ・現場見学会の時は，据え付けていなかったのか 

    →現場見学会後の 11月 21 日に設置した 

  ○環境試料のサンプリングと分析方法の説明 
   ・協議会への提出資料には，風向・気温など測定環境のデータも併記すること 

    →協議会資料の記載方法は検討する 

  ○ケーソンの接触事故の報告 

   ・接触事故に伴い鉄骨の腐食防止対策が必要ではないか 

    →コンクリートをはつり，鉄骨部分には防錆処理を施した後，コンクリートで復旧した 

 

４ 会議資料の資料名一覧 
 ・会議次第 
 ・平成１７年度第２回出島処分場事業連絡調整協議会の概要  

 ・出島地区廃棄物処分場設置事業の全体工事工程及び今後の説明スケジュール 

 ・遮水工の施工方法について 

 ・出島地区港湾整備事業環境監視結果の概要 

 ・ケーソン据付及び中詰土投入時の環境監視結果の概要 

 ・周辺環境の事前調査結果について 

 ・遮水シート間のモニタリングについて 

 ・環境試料のサンプリングと分析方法について 

 ・ケーソンの接触事故について 
 

                        ※ 担当事務局 
                          広島県環境局産業廃棄物対策室 

                          TEL：082-513-2964（ダイヤルイン） 

 


